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ごあいさつ
三井化学は、1997年10月1日に三井石化と三井東圧の合併により誕生し
てから26年が経過しました。その間、いろいろなM&Aやキャリア採用の
拡大、そして積極的な外部人材の登用により、合併後に三井化学グループ
へ加わった社員は8割を超え、様々なバックグランドを持った多様な人材
で構成されています。

こうした多様性を持ちながらも、三井化学には100年以上の歴史の中で
受け継がれる変革のDNAがあります。1912年に始まった第一世代の石炭
化学を皮切りに、第二世代の石油化学を経て、それぞれの時代にベン
チャースピリットを発揮して社会課題解決に挑戦してきました。そして今
まさに、化石燃料からの原料転換や環境負荷低減等を目指す第三世代と呼
ぶべきグリーンケミカルへと大きな変革期を迎えています。当社グループ
はファーストムーバーとしてサステナブルな社会への貢献を目指し歩みを
進めております。

米中摩擦、ロシアのウクライナ侵攻、中東の紛争等地政学リスクの高ま
り、経済回復の遅れ、金利動向の変化等経営を取り巻く環境はグローバル
レベルで時々刻々と変化していますが、当社グループはVISION2030で
掲げた基本戦略をぶれずに着実に実行していきます。

ステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを大切にしながら、
VISION2030の実現やサステナブルな成長の実現に向け、日々挑戦し続
けて参ります。

2023年11月 代表取締役社長執行役員 CEO 橋本 修
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4 23年度見通し

FY2021 FY2022 FY2023 FY2023

Results Results 8月発表値 11月発表値 増減 率

売 上 収 益 16,127 18,795 18,500 17,570 △ 930 -5%

コ ア 営 業 利 益 1,618 1,139 1,250 1,120 △ 130 -10%

非 経 常 項 目 △ 145 151 △ 100 △ 150 △ 50 -

営 業 利 益 1,473 1,290 1,150 970 △ 180 -16%

金 融 収 益 ・ 費 用 △ 60 △ 117 △ 30 10 40 -

親会社の所有者に帰属する当期利益 1,100 829 840 760 △ 80 -10%

為替ﾚｰﾄ(円/＄) 112 135 139 145 6

国産ﾅﾌｻ(円/KL) 56,600 76,600 69,000 70,300 1,300

成 長 領 域 883 1,023 1,210 1,210 0 0%

摘　　　　要

比較
FY23

(8月発表値→11月発表値)

（億円）
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*株式併合後の株式数を基に修正

中間 期末

70円/株 70円/株

年間

140円/株+ =

●23年度配当予想

✔ DOE 3.0%以上を目指す

✔ 安定的かつ継続的な配当

✔ 機動的かつ柔軟な自己株式取得

✔ 総還元性向 30%以上

株主還元

■ 中間配当
■ 期末配当
■ 特別配当
－ 当期利益(億円)

+20円増配

安定的かつ継続的な株主還元を実施

40* 70* 90* 100 100 100 120 120 140配当(円）

自己株取得(億円） - - 50 100 100 - 100 100

DOE(%） 2.0 3.4 3.7 3.7 3.6 3.4 3.5 3.1

総還元性向(%） 35 22 32 39 77 34 30 40
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7 VISION 2030 目標達成に向けた経営基本方針

◆ 2030年の目標実現の通過点となる2025年度コア営業利益目標2,000億円達成に向け、
以下の基本方針にてスピード感を持って戦略を実行する。

・不透明感を増す世界情勢、急激な環境変化に備え、キャッシュフローマネジメントを
引き続き徹底する。

・財務・非財務双方の視点での実効性あるＫＰＩマネジメントを前進させて、
企業価値向上に繋げる。

・事業ポートフォリオの変革を加速すると共に、ボラティリティの更なる低減を目指し、
クラッカー最適生産体制構築始めベーシック＆グリーンマテリアルズ(Ｂ＆ＧＭ)の
再構築第２幕を加速する。

・カーボンニュートラル実現に向け、ファーストムーバーとして地域・他社連携を
拡大・加速し、早期の社会実装を目指す。

・ＤＸ推進・働き方改革を通じて、事業基盤の強靭化を実現する。

・利益水準上昇に応じた更なる株主還元強化等を検討し、ＲＯＥの目線を引上げ、
更なる資本効率の改善を目指す。
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2,000 

2,500 

FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

Outlook
列2 FY25

Around

FY26

Around
列3 列6 FY30

Target

成長領域の確実な伸長とB＆GMの再構築の更なる進展で収益拡大へ

VISION 2030の目標達成に向けて

(億円)

L&H

ICT

B&GM

モビリティ

成長領域

その他

768

2022

85%

2016

65%

2010

43%

*FY18以前は旧セグメント

714 730 741 678 883 1,023 1,210662
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成長領域とB&GM各々での戦略推進と他社連携で、真のグローバルスペシャリティカンパニーへ

B&GM

グリーンケミカル推進室

現在

積極投資・回収 オーガニック成長 新事業・M&A

成長加速に資する積極的な他社連携

現在
再構築加速

PH TDI
PTA/PET PE/PP

ダウンフロー強化
HQ 高機能PP 高機能MDI
触媒 本州化学

脱炭素
アンモニア燃焼

バイオマス
バイオマスナフサ

リサイクル
モノマテリアル技術

CCU
カーボンニュートラルセンター

高成長・高収益の
グローバルスペシャリティケミカル事業

地域・他社連携の推進加速

競争力のある誘導品を中核とした
サステナブルなグリーンケミカル事業

成
長
領
域

事業ポートフォリオ変革の追求の方向性

L&HC

モビリティ

ICT

VISION2030
足元～

グローバルスペシャリティカンパニーへ
～2030

メガネレンズ材料
農業化学品
タフマー®

アドマー®

イクロステープTM

メガネレンズ材料
農業化学品
太陽電池封止材
モノマテリアル材
半導体関連材

既存周辺
ソリューション
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20% 21%

25%

0

0

0
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0
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2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

Blue Value® ・Rose Value®製品による社会貢献価値の提供

RV製品売上収益比率 : %

RV製品売上収益 : ■

FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY25
Target

FY30
Target

環境貢献価値 Blue Value® (BV) QOL向上価値 Rose Value® (RV)

目標

30％

目標

40％

CO2を減らす 資源を守る 自然と共生する くらしと社会を豊かにする 健康寿命を延ばす 食を守る

FY22 FY22 FY23
Target

目標

30％

目標

40％

FY23
Target

下期

上期

下期

上期

Blue Value ® ・Rose Value ®製品の売上収益は堅調に推移、
引き続きポートフォリオ変革を推進し、企業成長と社会貢献の両立を目指す
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12 VISION 2030 基本戦略

事業ポートフォリオ変革の追求

ソリューション型ビジネスモデルの構築

サーキュラーエコノミーへの対応強化

DXを通じた企業変革

経営基盤・事業基盤の変革加速

STRATEGY

01

STRATEGY

02

STRATEGY

03

STRATEGY

04

STRATEGY

05

▶社会課題視点の全事業への展開
▶事業領域の拡大・深耕による成長
▶既存事業の構造改革加速、グリーンマテリアルによる事業転換

▶事業デザイン力強化による新事業の創出
▶社内横串連携、社外パートナーとの連携強化

▶全事業を対象としたCE型ビジネスモデルの構築
▶原燃料転換に基づくCE対応製品の展開
▶カーボンニュートラルに資する環境基盤技術の開発・獲得

▶DXの全社・全領域への展開
▶製販研・SC全体の変革を通じた価値の創出

▶コミットメント・チャレンジ意識の浸透
▶エンゲージメント向上による組織能力向上、企業文化変革
▶グローバル全拠点での安全・安定運転と競争力強化の両立
▶サステナブルなSCの構築
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Rose Value🄬

FY23 86％➡FY30 85％

いのちと健康、豊かな暮らしに貢献するソリューションを提供し、
第一の収益の柱とする

148
231 249

292

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

Outlook

FY25

Around

FY30

Target

ライフケア ウェルネス メディカル

900

650

ROIC 9%     8%     7% 8％ 11%   13%

事業ポートフォリオ変革の追求 ライフ＆ヘルスケア・ソリューション

VISION 2030 目標達成への戦略

既存事業の更なる強化

ビジョンケア ：メガネレンズ材料拡大、

材料・新技術を合わせたトータルソリューション提供

農業化学品：成長ドライバーの海外展開、MCCLSのシナジー創出

オーラルケア：主要市場(欧・日・米)で事業基盤強化
継続的な新製品投入とグループ会社間連携の深化

不織布 : JV設立 統合シナジーの早期創出と最大化

新製品・新事業創出に向けた、
ウェルネス・メディカル領域への積極投資

＋290

■投資回収
■オーガニック成長
■新事業＋M&A 安定した市場成長に対し、既存コア事業は着実に拡大

(億円)

360

コア3事業を
中心に拡大

コ
ア
3

事
業

下線部
今回の説明箇所
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増強プラント営業運転開始 23年12月～ 次期増強計画も推進中

ライフケア: ビジョンケア

高屈折率メガネレンズ材料 MRTMの事業拡大

コーティング材料

コーティング機器

x

(屈折率1.60/1.67/1.74)

アクリルから切替
眼鏡協会等と連携した
各地域でのセミナー開催

ガラスから切替
レンズメーカー現地生産拡大に
合わせ供給拡大

インド支店設置

レンズ加工ラボでの
オンデマンド生産

在庫削減
生産性向上に寄与

調光レンズ用加工システム
(2023年9月 販売開始)

CrystalChrome

北米

中国

インド

提携の推進で更なる提供価値拡大

グローバル展開加速

中南米・東アジアの
営業機能強化

新製品の共同開発・販売

成長を支える安定供給体制の拡充

レンズ材料～加工機器まで、幅広くビジョンケア領域へ貢献

レンズ加工領域のシナジー創出

高品質を支えるグローバルな知的財産網(特許・商標)の更なる充実化

PC*から切替
大手小売店や成長する
オンライン小売チェーンでの採用

北米

中国

インド

日韓西欧

その他

メガネレンズ市場内訳（枚数）

重点市場での普及拡大策高成長する高屈折レンズ市場

市場成長率 全体：３％

高屈折レンズ：６％

データ：当社調べ/2022年

*ポリカーボネート
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15 ウェルネス：農業化学品

新剤投入で海外重点国の成長と置換需要を取込み、事業拡大

市場成長以上の拡大

天然物農薬研究を加速

470
600

800 
900 

1,000 +α

1,800 

FY20FY21FY22FY23

Outlook

FY25

Around

FY30

Target

ブラジル
市場規模 $14B

市場成長率 4%

FY19 ジノテフラン上市

＊市場規模 22年実績、 市場成長率 22年~27年 データ (AgbioInvestor社、一部当社推計)

インド
市場規模 $3.5B

市場成長率 4％

FY22 フルピリミン 上市
テネベナール上市

東南アジア
市場規模 $3B

市場成長率 2%

FY21 テネベナール上市 尼・比

米国
市場規模 $11B
市場成長率 0％

日本
市場規模 $3B
市場成長率 -1％

売上収益(億円)

■海外
■国内

世界
市場規模 $75B

市場成長率 2%

CAGR
FY23-3010%

東北大学大学院薬学研究科
(青葉山キャンパス内）

目的

23年10月1日～27年3月31日期間

微生物の二次代謝産物生産系を活用した新規農薬創出と、
商業的生産法の技術確立「三井化学クロップ＆ライフソリューション×東北大学

バイオロジカルソリューション共創研究所」 を開所

欧州
市場規模 $14B
市場成長率 2％
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16 メディカル: オーラルケア

ポリマーサイエンス技術とグループ連携で、歯科保存領域のグローバルリーディングカンパニーへ

世界No.1市場で
中位から上位グループへ

ドイツは1位堅持
他EU諸国は上位グループへ

新たな提携/M&Aにより
販売力/ネットワーク獲得

KULZERブランドを
活かした新製品継続投入

製品補完で

販売強化

グループ連携による
新製品投入

シェア

世界

$7B

22年実績
データ(Markets and Markets社、 iData社)

歯科保存
市場規模

米国

39%

日本

9%

ドイツ

9%

他EU

15%

トップ３市場 計72％

製品補完で

販売強化

修復用コンポジット
接着用セメント
入歯用材料
３Dプリンター・インク

歯科保存注力領域 ポリマーサイエンス技術提供

臨床知見・顧客ニーズの提供

成長を支える独自製品・サービスの開発

トップ３(欧日米)市場でのシェア拡大

上位グループ堅持

3DPインク
（インプラント施術用ガイド）

修復用コンポジットレジン
（低重合収縮性レジン）



Nov 28, 2023
17

FY22
Result

FY23
Outlook

FY25
Around

FY30
Target

ライフケア: 不織布

優れた技術力を武器に社会ニーズを形にする
世界の不織布リーディングカンパニーへ

エム・エーライフマテリアルズ設立 23年10月~

産業資材CAGR
FY22-30 29%

産業資材の強化によるポートフォリオ変革推進

紡糸技術

ポリオレフィン原料設計

細繊維 緻密フィルター性

売上収益

■産業資材
■衛生材

技術PMI推進で原料設計×加工技術の統合シナジー拡大

差別化製品拡充

新製品開発加速

中空不織布

植物由来原料(PLA)

生産技術紡糸技術

エンプラ紡糸 ナイロン、PET

二次加工メーカー網

高速生産 高収率 親水性付与

異種素材との積層技術

伸縮不織布

樹脂処方設計

自動車内装材
軽量化で燃費向上

モビリティ向け部材

電車・高速道路の
吸音材

製造工程用
液体フィルター

シールド用基材

14%

40%

ヘルスケア向け部材

生分解性不織布
ティーバッグ、コーヒー、食品包装材向け等

医療用ガウン
ドレープ

抗菌不織布

半導体向け部材 環境対応向け部材
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600

800+α

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

Outlook

FY25

Around

FY30

Target

エラストマー 複合材料 ソリューション

ROIC 4%     8% 11％ 12%                        11%    15%

事業ポートフォリオ変革の追求 モビリティソリューション

＋30

■投資回収
■オーガニック成長

VISION 2030目標達成への戦略

強い素材提供型ビジネスの拡大

「成長市場*×差別化」への販売シフト加速
*再生可能エネルギー、自動車のサステナビリティ、

環境対応包材等

差別化銘柄の生産増強による収益拡大

ソリューション型ビジネスの強化

新たな事業モデルの創出

自動車生産の伸長は緩やかながら、

「成長市場×差別化」へのシフトは順調

素材提供型ビジネスを中心に目標+αを目指す

特徴ある材料・機能・サービスの提供により社会課題解決に貢献し、
持続的な事業成長を実現する

(億円)

493

570

Blue Value🄬

FY23 49％ ➡ FY30 80％

356

178

332

下線部
今回の説明箇所



Nov 28, 2023
19

800+α

570 600

493

332

178

次世代エラストマー

PPコンパウンド・その他複合材料＠各極
ミラストマー🄬

TPS事業買収

タフマー🄬特殊銘柄
＠Japan

タフマー🄬

＠Singapore

ルーカント🄬

＠Japan

PPコンパウンド
＠India、North America、

Mexico

PPコンパウンド
＠Thailand

The Netherlands

長繊維ガラス強化PP
＠Japan、North America

長繊維ガラス強化PP
＠China

ミラストマ－🄬

＠Japan

ミラストマー🄬

＠Japan、North America

DIC化工買収

素材提供型ビジネス

VISION 2025からの戦略に沿った資源投入で、目標＋αを見込む確実な成長を実現

◼社会課題を背景に成長する市場の差別化領域に注力
◼グローバル各拠点の最大活用・最適化

「成長市場」×「差別化」へのシフト加速
◼競争優位を確立できるセグメント(用途・地域)に

資源の集中投入
◼グローバル顧客に密着した地産地消型の能力増強

地産地消によるグローバル拡大
戦
略

FY17~19 FY20 FY21 FY22 FY25 FY30FY23

新規複合材料

ソリューション型ビジネス拡大で
更なる素材の拡販

マイクロ波を活用した
CF製造技術実証設備

EV化の進展等、社会課題を背景とするニーズの変化を捉えた差別化製品の開発・提供を加速

タフマー🄬

＠Singapore、 Japan

エ
ラ
ス
ト
マ
ー

複
合
材
料 黒字=既決案件

青字=今後開発・強化

アドマー🄬差別化銘柄PPコンパウンド
ポストコンシューマ
リサイクル材
@North America

アドマ－🄬

＠Japan
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モジュールコンセプト提案
差別化素材・部品提供

プロダクトの開発支援
差別化素材・部品提供

設計・シミュレーション・試作等

ソリューション型ビジネス

社会課題

ニーズ変化を的確に捉えた、素材提供・開発支援を幅広く展開

移動のあり方を変える
未来のモビリティ

新たな物流システム

インフラ点検システム

新交通システム MDC：モビリティ・デベロップメントセンター

三井化学グループ

MDC

EV需要拡大

ドローン

個人用
高速輸送システム

プラットフォーマー

インフラ・システム・事業企画

連携

既存OEM

新興OEM

CO2削減

渋滞緩和

自動運転
オンデマンド都市交通

少子高齢化/過疎化/
労働力不足への対応

社会課題を背景に新たなインフラが普及

自動車の潮流

自動車で培った知見と実績を活用

電費向上ニーズ
外装・ドア・バッテリー等

・軽量化
・空力性能向上

車両・機体を対象に
プロダクトの開発支援

差別化素材・部品提供
設計・シミュレーション・試作等



Nov 28, 2023
21 事業ポートフォリオ変革の追求 ICTソリューション

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

Outlook

FY25

Around

FY30

Target

半導体・実装 イメージング 電池材料 コンバーティング

700

470

174
253 238

302

280

ROIC 13% 14% 9%   9%                            10%   13%

『ユニーク』なICTソリューション事業を創造・拡大し、
第３の柱への成長を図る

VISION 2030 目標達成への戦略

半導体・実装、イメージング領域での競争力強化

イクロステープ™：能力拡大と新領域のポートフォリオ拡充

ペリクル：EUV事業強化と旭化成事業の統合効果でNo.1地位確立

アペル®等：XR市場成長に対応した新規材料の投入

コンバーティング領域の環境ニーズへの対応

三井化学東セロ分割でICT/PS*事業をそれぞれ強化

■投資回収
■オーガニック成長
■新事業＋M&A

＋190
半導体・スマホ等の市場は低迷も、中長期的な成長に対し、
能力増強や新規ニーズに向けた製品開発を継続

(億円)

Rose Value🄬

FY23 51％ ➡ FY30 60％

Blue Value🄬

FY23 38％ ➡ FY30 56％

*パッケージソリューション

下線部
今回の説明箇所
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半導体基板

半導体
チップ

パッケージ基板

21年 25年 28年

露
光

露
光

次世代EUVペリクル 3社共同開発

世界トップのペリクルメーカー
CNT膜ペリクル技術開発力

＞88%
FY21

＞90%
FY22

＞92%
FY25

プロセス最適化 材料最適化 材料革新

＞94%
FY27

最先端露光機用CNT*膜ペリクルの事業化へ

露光工程の高度化に貢献

技術統合シナジー活用
液浸ArF向けシェア拡大

DUVペリクル 市場規模

23年

30年

EUVペリクル

後
工
程

DUVペリクル

先行優位性を継続維持

次世代半導体パッケージ
出荷予測(個数)

前
工
程

先端領域への先着で圧倒的なポジションを確保

半導体・実装ソリューション ペリクル

3次元実装用ペリクル

三井化学EMSの
大型ペリクル技術活用

CAGR
FY21-2815% 2.5D/3Dパッケージ等、

3次元実装領域の
成長需要の獲得

半導体パッケージ
イメージ図

世界唯一の
EUV露光機メーカー

国際半導体研究機関
CNT膜ペリクル研究のトップランナー

回路転写

再配線用
回路転写

回路転写

*カーボンナノチューブ

データ (富士キメラ総研)
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23 三井化学東セロの分割及び一部譲渡

強みを持つ中核事業に注力し、迅速かつ柔軟な戦略の遂行へ

三井化学東セロ

ICT事業

PS*事業

中長期的に拡大

日本 :成熟
アジア:成長継続

半
導
体

事業環境
三井化学ICTマテリア

ICT事業への注力と、
グループシナジー追求や
新たな提携の可能性模索で
圧倒的な競争力の確保

アールエム東セロ

国内OPP/CPP規模拡大で
収益基盤の安定化

環境対応や差別化による
高付加価値化

アジア市場の成長取り込み

強み

幅広い製品ラインアップと
多彩な差別化製品群

強み

コンビニ･スーパーなどの
デイリー食品向け製品群

イクロステープTM

既存領域拡大
新規領域先着とデファクト化

原料安定供給
樹脂技術

*ゼネラル・パッケージング・インダストリー

SP-PETTM

ハイエンド領域拡大

アジア市場への展開

微細化や多層化等の
継続的な技術革新

CE対応包材の拡大 サン・トックス社

MCI

*パッケージソリューション

GPI*を掲げ、
軟包装材に注力

レンゴー社

軟
包
装
材

事業環境

戦略

戦略
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-100

100

300

500

700

FY15 FY16 FY17 FY18 FY19

JGAAP←

FY20

→IFRS

FY21 FY22 FY23

Outlook

収益／営業CF推移

EBITDA+在庫増減

営業利益/コア営業利益

（億円）

平均(EBITDA＋在庫増減)：430

国内市場変化
(顧客事業撤退)

PH
(国内)

海外品流入

中国経済停滞
海外品流入

PE・PP

国内需要減少
PTA
(国内)

グローバルに
供給過剰継続

TDI
(国内)

事業ポートフォリオ変革の追求 ベーシック＆グリーン・マテリアルズ

【外部環境】

再構築第2幕加速でボラティリティ低減と事業基盤を強化

上期

PET
(国内)

下期
平均(営業利益/コア営業利益)：250

キャッシュは安定的に確保 ⇔ 収益は未だボラティリティが高い

誘導品需要減少クラッカー

収益安定化に
向け更なる
再構築を推進

第2幕

停止済 23年8月

ダウンサイジング
25年7月
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25 再構築第2幕推進とダウンフロー強化による資本効率性の向上

FY13～17 FY18～22 FY23～25 目指す姿

再構築による
安定収益確保

ボラティリティ低減
資本効率性の向上

（ROIC 8％ ＠FY30）

PH
AC法IPA 稼働 本州化学TOB

23年 AC法IPA増強
HQ強化検討 資本効率の高い

PHチェーンの形成
千葉BPA/PH 停止 MPS 株式譲渡 国内ダウンサイジング検討

PTA・PET
インドネシア PTA事業

株式譲渡
タイ PTA・PET事業

株式一部譲渡

23年 岩国PTA 停止

24年 岩国PET 停止

ポリウレタン

バイオマスPPG-JV 設立
23年 PPG LLP設立
24年 高機能MDI 稼働 高機能MDIを核とした

高収益ポリウレタン事業鹿島TDI 停止

大牟田MDI 停止
MCNS 解散

25年 大牟田TDI
ダウンサイジング

PP・PE

高機能PE設置＠星
PP触媒 稼働

24年 高機能PP 稼働
資本効率の高い
高機能のポリオレフィン事業千葉PE2系列 停止

千葉PP1系列 停止

23年 千葉PP1系列 停止

他社連携による最適化検討

クラッカー
千葉LLP 設立

京葉エチレン 離脱

需要に見合った
能力最適化・再編検討

競争力のあるクラッカーへ

=新規取組青字=ダウンフロー強化赤字=再構築

最適運営による収益確保
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カーボンニュートラル

競
争

力

原料転換
バイオマスナフサ

廃プラ分解油

燃料転換
アンモニア燃焼炉(GI基金PJ)

サプライチェーン構築

CCUS
CO2の利活用

【現在】
石化型クラッカー

原料:化石由来ナフサ
CO2排出:大

CO2排出 ゼロ

【将来】

カーボンニュートラル
クラッカー

グローバル競争を勝ち抜く
付加価値の創出

たゆまぬ資本効率向上

高機能ポリオレフィン
触媒・ライセンス
アロマチェーン
アンモニアチェーン
ポリウレタン 他

地域・他社連携を軸に先進的化学コンビナートへ転換、グリーンケミカル事業への変革加速

グリーン基礎原料

グリーンケミカル事業への変革

地域連携
他社連携

需要に見合う
最適運営体制

再構築加速

ダウンフロー強化

先進的化学コンビナート

グリーン技術

他社連携検討

競争力のある
誘導品

コンビナートのトランスフォーメーション

バイオマス製品
リサイクル製品

国
内
初
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27 マスバランス方式のバイオマスPP の採用サーキュラーエコノミーへの対応強化

日本生活協同組合連合会の食品パッケージ

バイオマスの社会実装推進で、CO2削減に貢献

飲食店からのテイクアウトごみ削減
リユース容器のバイオマス化

廃棄プラスチックの削減を目指すAEPW*を通して
Meglooを展開するカマン社を支援

*Alliance to End Plastic Waste

環境調和型ブランド「hide k 1896」 隈研吾氏デザイン食器

バイオマスPPと間伐材の木粉を配合した新素材

23年2月より新たに認定基準に導入

5製品に採用(11月時点）、今後も採用拡大予定

トヨタ車体社の「TABWD®」の技術をベースに適用開発した
形を変えて循環する新たな木材「TRANSWOOD」を使用

ホテルオークラ東京/パレスホテル東京/帝国ホテル

リユース容器シェアリングサービス「Megloo」

今後も採用拡大予定

採用

マスバランス方式のバイオマスPPを採用した
食品パッケージが初のエコマーク取得
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リサイクル比率向上

25%→50%

駅回収ペットボトル由来 10%

トレーサビリティの明確化

環境省 : 令和5年度

脱炭素型循環経済システム構築促進事業 に採択

「えきPET吸音材」の開発

使用済み
ウレタン製品

製品製造
(デザイン/設計)

使用

活用予定箇所鉄道設備で活用

東北新幹線に
設置予定
23年12月以降

駅で回収後・分別

リサイクルモデル

ペットボトル

えきPET吸音材

不織布「えきPET吸音材」吸音材の製造

吸音板の販売

25年目途に開発

回収・分別

フォーム製造 解体・選別・粉砕

リサイクル原料製造

リサイクルの実用化サーキュラーエコノミーへの対応強化

石油由来
75%

現行品

三井化学グループ

4社協業で開発

ウレタンマットレスのケミカルリサイクル

低炭素なケミカルリサイクル技術と
回収までのリサイクルシステム確立で

使用済みマットレスの産業廃棄物の削減を目指す
東日本旅客鉄道株式会社
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サーキュラーエコノミーへの対応強化

カーボンニュートラルに向けた技術開発

脱水

メタノール
+

H2O

保有技術

CO2

H2

MTO

エチレン
(基礎原料)

H2O
+

電気化学法

CO2

H2O

常温・常圧反応

O2

金属ナノキューブ触媒

水を利用

エタノール

MTO：Methanol to olefin

保有技術改良に加えMCI-CNRCでの革新技術開発に成功 社会実装に向けた取り組みを加速

MCI-CNRC：三井化学カーボンニュートラル研究センター

M：電子メディエーター
Nase:窒素還元酵素

電気化学的手法により
高いエネルギー効率でのエタノール合成に成功

光触媒と生体触媒の組合わせにより、
空気中の窒素と水からの高効率な合成に成功

細胞膜を固定化するシステム構築により、
高効率なギ酸合成に成功

細胞膜酵素を用いた
水素キャリアのギ酸合成

金属ナノキューブ触媒を用いた
CO2からのエタノール合成

尹基石准教授ら （国際学術誌に論文掲載）石原達己教授ら、（国際学術誌に論文掲載）山内 美穂教授、小林 浩和准教授（特許出願）

光バイオ触媒を用いた
アンモニア・水素合成

新規シトロバクター由来
H2ase：水素酵素
FDH：ギ酸脱水素酵素

H2ase FDH

H2 CO2

ギ酸
HCOOH

2H+ + 2e- 細胞膜

固定化細胞膜系

H2O

・OH

h+

e-

M・+

TiO2

e-

シアノバクテリア

無機光触媒 生体触媒

光バイオ触媒

M2+

常温・常圧反応

N2

NH3

H2O H2

空気

常温・常圧反応

課題 ✓各反応速度・反応効率のさらなる向上 ✓実用化に向けた反応モジュールの設計と長期安定運転の実証

e-

Nase電解セル
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パナソニック社 「ラムダッシュ パームイン」

NAGORI🄬 とは

ソリューション型ビジネスモデルの構築 社会課題解決に貢献する素材提供

NAGORI🄬が新型シェーバー筐体に採用

海水由来ミネラル成分(最大75%)を原料とした新規複合材料

海水の淡水化過程で廃棄される濃縮水の将来的な利活用を促進し、
今後拡大する海の環境問題の低減を目指す

23年9月より販売

ミネラル由来の抗菌性・抗ウイルス性*
* SIAA(*抗菌製品技術協議会）マークを取得

陶器や天然石のような質感

海洋分解性ポリウレタンの開発

微生物分解性

消失
セルロースに匹敵する

フォルティモ🄬

(TPU)

セルロース
（天然繊維）

海中残留海洋環境

フォルティモ®ベースの熱可塑性ポリウレタン(TPU)の
一部銘柄にセルロースに匹敵する海洋分解性を確認*

*高原 淳特任教授（学会発表、論文発表）

UV/波浪/微生物

〇 消失

海洋分解性メカニズムを解明し、
銘柄開発と用途・市場開拓を実施

〇
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市
場

の
確

度

事業の確度

ソリューション型ビジネスモデルの構築 新事業発掘・育成システム強化

候補プロジェクトの量・質を高めて、次世代の柱となる事業を創出

相談デスク＠R&Dセンター

CVC

外部リソース活用で
“シード”の獲得

ビジネスコンテスト

国内外関係会社から
地域特有の社会課題や各社の
特性を生かしたアイデアを発掘

①新事業候補の発掘 ②透明・公正な独自指標でモニタリング

市場でのぶつかり稽古

コンセプト検証
顧客評価

集中討議

候補PJ
市場規模

研究者の発想からの共創

有望PJに
本格的な資源投入

・エネルギー
・細胞培養

PJトライアウト

審査
選抜

ビジネスモデルや戦略の確度を徹底追求し、PJを育成・質的向上

③PJの育成
新陳代謝

・物流自動化

新事業開発センター(NBIC)が
伴走し、アイデアの質を向上

次
世
代
の
柱
と
な
る
事
業

スタートアップ協働
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32 企業価値向上にむけて

ROEの目線引き上げ(検討中)、成長領域の収益拡大加速、再構築第2幕推進、
グリーンケミカル事業への変革等によりPBR水準の向上を図る

資本政策
✓ 利益水準上昇に応じた更なる

株主還元強化

事業
ポートフォリオ
変革加速

✓ 成長領域の収益拡大加速
✓ ROICと利益成長に基づく

事業ポートフォリオ管理の徹底

B&GMの
資本効率向上

✓ 再構築第2幕推進により
ボラティリティ低減及びライトアセット

✓ 先進的コンビナートへ転換し、
グリーンケミカル事業へ変革

✓ 他社・地域連携強化による加速

キャッシュ創出
強化

✓ 収益拡大とCCC改善による
営業CFの向上
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当期純利益 ROE ROE10%

（億円）

平均11%

資本コスト低減
✓ ステークホルダーとの対話を通じた

経営の質の向上
✓ 質の高いIR活動

ﾃﾞｨｽｸﾛｼﾞｬｰ優良企業賞受賞
3年連続7回目
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*1）ROIC：投下資本利益率=税引き後コア営業利益/投下資本

FY22 Results FY23 Outlook FY25 Around FY30 Target

コア営業利益(億円) 1,139 1,120 2,000 2,500

親会社の所有者に
帰属する当期利益(億円)

829 760 1,100 1,400

ROE 11.1% 9.2% 10%以上 10%以上

ROIC*1 5.4% 4.7% 7.0%以上 8.0%以上

NET D/E 0.77 0.73 0.8以下 0.8以下
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マテリアリティ KPI FY22 Results FY23 Target FY30 Target

•安全 ・重大事故・重大労災件数 ・ゼロ ゼロ ・ゼロ (VISION 2030期間を通じて)

•人権尊重 ・人権リスクへの対応
・人権方針の改定と公表
・人権デュー・ディリジェンス
の実施

・人権デュー・ディリジェンス
の実施

・社内推進体制の整備

・国内外全拠点での人権
デュー・ディリジェンスシステム
構築によるリスク把握と是正

•リスク・コンプライアンス
マネジメント

・重大な法令・ルール 違反数 ・ゼロ ・ゼロ ・ゼロ (VISION 2030期間を通じて)

•品質 ・PL事故、重大品質インシデント件数 ・ゼロ ・ゼロ ・ゼロ (VISION 2030期間を通じて)

•安定生産
先進技術導入
・AI・IoTを中心とした先進生産技術の
実装件数

・12件 ・10件 ・100件
(2021~2030年の累計)

マテリアリティ KPI FY22 Results FY23 Target FY30 Target

•気候変動
•サーキュラーエコノミー
•健康とくらし
•住みよいまち
•食の安心
•ライフサイクル全体を
意識した製品設計

・Blue Value®製品売上収益比率

・Rose Value®製品売上収益比率

・22%

・21%

・24%

・25%

・40%

・40%

・GHG排出量削減率(Scopes 1, 2)
※ 2013年度比

・27% ・26% ・40%

持続可能な社会への貢献

事業継続の前提となる課題

(参考) 目標まとめ-2
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マテリアリティ KPI FY22 Results FY23 Target FY30 Target

•企業文化
従業員エンゲージメント向上
・エンゲージメントスコア

・21年度エンゲージメント
調査改善計画実施率
100%

・≧36％ ・50％

•人的資本

キータレントマネジメント
・戦略重要ポジション後継者候補準備率 ・211% ・≧235％ ・250%

ダイバーシティ
・執行役員多様化人数(女性・外国籍・中途採用) ※単体

・女性管理職(課長級以上)比率 ※単体

・経営者候補多様化率
17.8％

・5%

・経営者候補多様化率
≧20％

・≧7%

・≧10名 (内,女性 ≧3名)

・15%

健康重視経営
・生活習慣病平均有所見率 ※単体

・メンタル不調休業強度率 ※単体

・9.5%
・0.51

・＜9.25%
・＜0.47

・8.0%
・0.25

•デジタルトランスフォー
メーション

デジタル人材育成
・データサイエンティスト数 ・34名 ・83名 ・165名 (2025年度)

•イノベーション

パイプラインの充実
・事業部所管テーマ数

・CVC運用開始

・新規テーマ登録数
38件

・新規テーマ登録数
≧30件

・≧2倍 (2020年度比)

beyond2030年に向けた価値創造
・未来技術創生センターに おける開発新領域数 ・新領域候補数 3件 ・新領域候補数≧3件 ・≧3領域

•パートナーシップ ・持続可能な調達率

・定着化に向けた取引先との
コミュニケーション実施
改善依頼面談:9社実施

・持続可能な調達の浸透
取引先とのビジョン共有：意見

交換会社数≧12社
・80%

事業継続に不可欠な能力

(参考) 目標まとめ-3



変化をリードし

サステナブルな未来に貢献する

グローバル・ソリューション・パートナー



Challenge Diversity One Team

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リスクや不確実性を含んで

おります。従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

Chemistry for Sustainable World

未来が変わる。化学が変える。


